
令和６年度第２回 学校運営協議会 議事録 

 

校 名 府立思斉支援学校 

校長名 井 上  昌 二 

 

開催日時 令和６年１１月２７日(水) 10:00～11:00 

開催場所  府立思斉支援学校 ３階 学習室 

出席者（委員） 栗山会長（太子橋小学校校長）、赤坂副会長（今市中学校校長）、 

山中委員（豊里学園施設長）、石山委員（大宮連合振興町会大宮第１６町会長）中

委員（ＰＴＡ役員） 

出席者（学校）  井上校長、紙野教頭、掛田教頭、村上首席、大場首席、酒井友行首席、酒井康次首

席兼部主事、水江部主事、正木部主事 

傍聴者  ０名 

協議資料 ・令和６年度 学校経営計画及び学校評価（進捗状況） 

・本校における ICT活用分野の様々な取組に係る視察受入れ状況について（報告） 

・視察報告資料 

 

議題等（次第順） 

１ 校長あいさつ 

２ 議案 

（１）令和６年度 学校経営計画 進捗状況について 

   （２）その他 ・ICT関連視察受入れについて  ・学校運営協議会への意見書について 

３ 事務連絡 

協議内容・承認事項等（意見の概要） 

２ （１）令和６年度学校経営計画について（進捗状況報告）  井上校長より説明 

◆安心安全な学校生活を送る体制をつくる。 

・人権研修２回実施済。３回目を３月に予定。 

・今年度個人情報誤配付はゼロ。 

・不審者想定防犯訓練では実地訓練を行うことで課題が見えた。 

・保護者と協働し引渡し訓練を実施した。12月には地域と協働した避難訓練を予定している。 

・食アレルギー事故ゼロ。 食育学習では、給食委員会で様々な活動を展開している。 

・働き方改革について、数名の教員の残業時間が、規準より多くなっているため、改善したい。 

・デジタルサイネージで情報を発信することで、様々な働き方をしている教員が情報を取りこぼさないようにして

いる。 

・教員全員タブレット配付により、会議はすべてペーパーレス、連絡もチャットを活用している。 

 

◆特別支援教育のセンター的機能を発揮し開かれた学校づくりを推進する。 

・夏季公開講座は夏季休業中に２講座実施。 

・小中高、全学部において近隣校と学校間交流を実施している。 

・居住地校交流については、希望する家庭は順次進めている。 

・本校ＨＰ内のほぼ日刊思斉ニュースに２９８件以上、投稿している。 



・府教委からの指示もあり、ミマモルメを活用して、保護者へ様々な情報を配信している。全体への配付プリン

トもＰＤＦ化して配信。保護者からの欠席連絡もミマモルメを活用している。 

 

◆障がいの多様化に応じた教育活動の展開ができるよう教職員の資質向上を図る。 

・校内の初任者対象研修では、初任者以外の教員も参加するなど積極的な姿勢が見られる。 

・伝達講習はオンデマンドで配信し、教員それぞれが時間のある時に視聴している。 

・タブレット端末を活用した授業等の事例は、６３件校内で共有している。 

・外部機関との連携について、学校だけで難しいケースは外部機関と連携し支援会議等を開催している。 

 

◆小学部中学部高等部の継続性のある系統的なキャリア教育を実践する。 

・小中高学部間の交流授業を、今年度は８件を計画し順次進めている。 

・高等部では、企業担当者を講師に招き、生徒向けに卒業後の進路に関する講話を開催した。また、生徒と保

護者を対象に、本校卒業生による卒業後の仕事や生活についての講話を開催した。 

・旭区役所と連携して行っている自転車整備は、中３と高１で実施しているが、丁寧な作業で区役所職員に喜

ばれている。 

・芸術鑑賞会、各学部とも実施済。 

 

＜質問・意見等＞ 

赤坂委員） 

・本校との居住地校交流は本当に良かった。友だちがいるクラスに入り、お互い懐かしさを感じたり、刺激

になったりと充実した内容であった。 

・今市中では、若手教員の研修は、生徒指導主事が自主研修として実施しており、懇談前には懇談での

保護者対応について話をするなど効果があると感じている。思斉でも引き続き実施していただければ良

い。 

栗山委員） 

・初任者対象の研修、「あしたのために」「きのうのために」のネーミングが良い。太子橋小でも若手教員対

象で月に１回くらい集まって人権やＩＣＴなどをテーマに研修を行っている。若手教員がどのような反応で、

どのような変化がみられるか、聞かせていただきたい。 

大場） 

・普段、関わりの少ない他学部教員と話をする機会になり、他学部の様子を知ることができて良い機会と

なっているとの意見が出ている。 

山中委員） 

・不審者想定の防犯訓練の課題とは、具体的にどのような課題であったか、また、いつ災害が起こるか分

からない中で、どう対応すれば良いか。地域と協働して防災、防犯について考えることは大切で、豊里学

園としても協力したい。学園では夜間は職員３名という体制の中で、災害が起きた際に地域との連携は必

要不可欠だと感じている。 

・ＩＣＴ活用について、毎日投稿を見ている。学校での子どもの様子、また泊行事などはタイムリーに投稿し

ていただき、とてもありがたい。 

酒井友） 

・今回の不審者想定訓練は、犯人役を警察と区役所の方が担当し、教職員は防犯マニュアルに沿って対

応する予定であったが、訓練をしてみるとマニュアル通りにはいかない部分が多くあった。マニュアルを見

直し、有事に活用できるように訓練を重ねていく。 



・防災について、本校は第１６町会の指定避難所となっており、地域との合同訓練も３年目だが、実施する

たびに課題が見えて、一つずつステップアップしながら進めている。とはいえ、夜間の想定には及んでおら

ず、今後、町会と協議していかないといけない。できることは豊里学園とも協力していきたい。 

栗山委員） 

・池田小学校の事件以降１０年くらいはどの学校も不審者想定の防犯訓練をしていた。今は少し薄れてき

ているように感じる。現在の太子橋小の教員もサスマタがどこにあるか分からないと思う。訓練の積み重

ねが大事。 

石山委員） 

・区役所の自転車の整備、めちゃくちゃいい。是非一緒にやりたい。 

栗山委員） 

・以前のこの会議で、高等部を卒業した生徒の離職率の話題となったが、自転車の取り組みはキャリア教

育にも結びついていて、その対策にもなっているように思う。 

酒井友） 

・自転車整備について、生徒の作業スキルが上がっているが、作業だけでなく、納品書の作成や納品時

の区役所職員とのやり取りを通して、自分たちの作業が役立っていることを実感させるように努めている。 

・また今年度は、区役所へ出向いて周辺の清掃と自転車の出張整備を行った。今後も区役所との連携を

進めたい。 

中委員） 

・１回目の計画通りに実施されており、安心している。府ＰＴＡ協議会で生徒と教員の性事案について話が

出た。生徒に対する性教育、ＳＮＳ教育を強化しようという話はもちろんそうだが、保護者からすると、大人

側のＳＮＳの使い方、携帯電話の取り扱い方も大事なんじゃないかと思う。 

・キャリア教育について、教科学習も大事だが、道徳的な部分や主権者教育、お金の使い方などの判断

が難しい子どもにどういう指導をすれば良いか。学校での取り組みを教えてほしい。 

村上） 

・性に関する指導については、健康教育部、体育科が中心となって、小中高と系統立てて取り組んでい

る。年度末に総括し、内容の見直し及び改善を実施している。 

酒井康） 

・１２月に生徒を対象にＳＮＳとの付き合い方について外部講師を招いて学習する機会を予定している。実

際にスマホを所持している生徒も多いので、どのようにリスクなどを伝えていくか、今後の課題としてとらえ

ている。 

栗山委員） 

・ＳＮＳの問題については、太子橋小でも警察を講師に招いて、実際の事例など交えながら話してもらって

いる。 

・キャリア教育に関して、生徒の卒業後の生活のために学校としてどのような取り組みをしているか。 

酒井康） 

・基本的には卒業後３年間は、進路先に訪問したり、連絡したりして、アフターフォローを行っている。また

進路先とも相談しながら、生徒が働きやすい環境を整えている。 

水江） 

・お金の学習について、授業内の取り組みだけではなく、例年、中学部にて尼崎信用金庫の担当者を招

き、お金の寺子屋講座を行っている。今年度は１２月に予定している。 

酒井友） 



・主権者教育について、高等部の授業内で旭区役所職員による主権者教育出張講座を行う予定。本校で

初めての取り組みとなるため、生徒がどのような反応を示すか楽しみにしている。 

栗山委員） 

・小学校では外部から講師招き、租税について講座を行っている。 

 

栗山委員） 

・数値目標に対して取り組み、評価をされているのがよくわかった。数値化していくことは大事だと感じてい

る。このような一つ一つの取り組みは、保護者対応でも大事だと思っている。大きな事象になる前には、必

ず小さな不信や行き違いが存在している。それらに、きっちり対応し、大きな事象を防いでいくことが大切

だと思う。 

 

令和６年度学校経営計画について（進捗状況報告）、委員全員の拍手で承認を受ける。 

 

（２）その他 

・ＩＣＴ関連視察受入れについて 

（紙野教頭より報告） 

１０月以降の他府県からの視察の情報共有。府内からは枚方支援、守口支援からの視察を受け入れた。

守口支援へは本校教員が講師として出向き講演を行った。 

（酒井康次首席より報告） 

ソフトバンクのギガスクールサミットの報告。どのようにＩＣＴ化を進めたのかとの質問に対し、まずは教員

が使えるようにすることが大切と返答した。取り組みの一つとして、ＩＣＴなんでも相談員を配し、聞きやすい

環境を作っていることを紹介した。 

アシストガイドアプリを開発しているソフトバンクから視察があり、支援を必要とする児童生徒が、どのよう

に見通しを持ち、どのような視覚支援が必要なのかを助言した。 

・学校運営協議会への意見書について 

意見書の提出はなし。 

 

 

 次回の会議日程 

日 時  令和７年２月１４日（金） 作品展 

会 場  府立思斉支援学校 学習室３ 

 


